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欲
し
い 

 

北
﨑
勇
帆 

     

１ 

は
じ
め
に 

 

人
に
何
か
を
お
願
い
す
る
と
き
、
典
型
的
に
は
動
詞
や
補
助
動

詞
の
命
令
形
が
用
い
ら
れ
る
が
、
特
に
話
者
の
希
望
を
表
す
場
合

に
、
(2)
の
よ
う
に
形
容
詞
や
補
助
形
容
詞
、
形
容
詞
型
の
助
動
詞

が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
小
稿
で
は
(2a)
(2b)
の
「
ホ
シ
イ
」（
諸
語

形
を
一
括
し
て
こ
の
よ
う
に
表
記
す
る
）
の
歴
史
に
つ
い
て
考
え
た
い
。 

 

(1)
ａ 

ラ
ー
メ
ン
を
く
れ
。 

ｂ 

餃
子
も
出
し
て
下
さ
い
。 

(2)
ａ 

チ
ャ
ー
ハ
ン
が
欲
し
い
。｛
作
ろ
う
／
作
っ
て
下
さ
い
｝
。 

ｂ 

唐
揚
を
出
し
て
ほ
し
い
。｛*

作
ろ
う
／
作
っ
て
下
さ
い
｝
。 

ｃ 

替
え
玉
を
食
べ
た
い
。｛
茹
で
よ
う
／
茹
で
て
下
さ
い
｝
。 

 
「
話
し
手
自
身
に
よ
る
事
態
の
成
立
を
望
む
」
タ
イ
プ
の
希
望

を
「
願
望
」
、「
他
者
に
よ
る
事
態
の
成
立
を
望
む
」
タ
イ
プ
の
希

望
を
「
希
求
」
と
し
て
区
別
す
る
と
き
、
(2a)
形
容
詞
「
欲
し
い
」

や
(2c)
助
動
詞
「
た
い
」
は
願
望
も
希
求
も
で
き
る
が
、
(2b)
補
助
形

容
詞
「
て
ほ
し
い
」
は
希
求
に
用
い
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
以

降
、
特
に
願
望
と
希
求
の
領
域
に
お
け
る
位
置
付
け
に
注
意
し
な

が
ら
、
「
ホ
シ
イ
」
の
語
史
を
見
て
い
こ
う
。 

 

２ 

ホ
シ
イ
の
語
史 

 

「
欲
し
い
」
の
源
流
で
あ
る
「
欲
し
」
は
、
同
源
の
動
詞
「
欲

る
」
と
共
に
、
上
代
に
既
に
見
ら
れ
る
。 

 
(3)
山
背
の
久
世
の
若
子
が
欲
し
と
〔
欲
〕
言
ふ
我 

あ
ふ
さ
わ

yuho
小学館『日本国語大辞典』（第二版）によれば、形容詞「欲し」の例は上代に既に見られるのに対し、補助形容詞「てほしい」の例は近世まで見られない。また、上代における「欲し」は後に述べるように、願望の用法が中心的である。以上のことを踏まえ、特に以下の二点に着目しながら、コーパス・データベース類を用いて「欲しい」の語史を見ていく。(3)ａ　「願望」から「希求」への派生ｂ　補助形容詞「（て）欲しい」の成立を一旦削除以下、各語形を「ホシイ」に一括し、個別の語形に言及する際には「欲し」「（て）ほしい」などとする。も一旦削除



2 
 

に
我
を
欲
し
と
〔
欲
〕
言
ふ
山
背
の
久
世 

（
万
葉
集
巻
一
一
・
二
三
六
二
［10-

万
葉0759_00011,3990

］
） 

 現
代
の
(2a)
「
欲
し
い
」
と
同
様
の
用
法
で
あ
る
が
、
体
言
を
対
象

と
し
て
事
物
が
「
欲
し
い
」
と
望
む
例
は
(3)
以
外
に
は
見
ら
れ
な

い
（
注
一
）
。

事
物
が
「
欲
し
い
」
こ
と
を
表
す
場
合
に
は
、
主
に
終

助
詞
「
も
が
（
も
）
」
が
用
い
ら
れ
る
。
他
の
「
欲
し
」
の
例
は
全

て
、
連
語
「
ま
く
ほ
し
」（
助
動
詞
「
む
」
の
ク
語
法
「
ま
く
」
＋
「
欲

し
」
）
、
「
動
詞
（
＋
が
）
＋
ほ
し
」
や
「
ほ
し
き
ま
に
ま
に
」
と
い

っ
た
構
造
に
よ
っ
て
、
話
者
自
身
の
動
作
に
対
す
る
願
望
を
表
す
。 

 

(4)
ａ 

紅
に
衣
染
め
ま
く
欲
し
け
ど
も
〔
雖
欲
〕［
＝
染
め
た
い
け

れ
ど
も
］
着
て
に
ほ
は
ば
か
人
の
知
る
べ
き 

（
万
葉
集
巻
七
・
一
二
九
七
［10-

万
葉0759_00007,60020
］
） 

ｂ 

か
に
か
く
に
欲
し
き
ま
に
ま
に
［
＝
や
り
た
い
よ
う
に
］ 

（
万
葉
集
巻
五
・
八
〇
〇
［10-

万
葉0759_00005,5160

］
） 

 
 

こ
の
例
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
古
代
語
の
「
欲
し
」
は
節
末

以
外
の
場
所
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
節
末
で
動
作
の
願
望
を

表
す
場
合
に
は
終
助
詞
「
な
」
「
て
し
か
（
も
）
」
な
ど
が
用
い
ら

れ
、
分
布
は
「
欲
し
」
と
対
照
的
で
あ
る
（
注
二
）
。
こ
の
「
欲
し
」

は
そ
の
後
、「
ま
く
ほ
し
」
の
後
身
で
あ
る
助
動
詞
「
ま
ほ
し
」
と

交
替
し
、
「
ま
ほ
し
」
も
ま
た

中
世
後
期
に
は
「
た
し
」
に
そ

の
座
を
譲
る
。
成
立
当
初
の

「
た
し
」
は
「
ま
ほ
し
」
同
様
、

節
末
以
外
に
出
現
位
置
が
偏

り
、
節
末
で
は
主
に
終
助
詞

「
ば
や
」
が
用
い
ら
れ
た
が
、

中
世
後
期
に
は
「
た
い
」
が
(2c)

の
よ
う
に
主
文
末
で
も
盛
ん

に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

現
代
に
至
る
（
表
一
）（
注
三
）
。 

事
物
の
存
在
を
「
欲
し
い
」

と
望
む
場
合
も
右
の
動
作
の

願
望
と
並
行
的
で
、
節
末
に
お
い
て
(5a)
終
助
詞
「
も
が
な
」
が
用

い
ら
れ
る
一
方
で
、
「
欲
し
」
は
(5b)
連
体
修
飾
節
や
(5c)
否
定
な
ど

の
、
終
助
詞
で
は
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
領
域
に
偏
る
。
(5c)
は
「
父

母
具
し
た
ら
む
を
ほ
し
」
と
な
ら
な
い
点
、
示
唆
的
で
あ
る
。 

 

(5)
ａ 

〈
い
ま
人
ひ
と
り
も
が
な
〉
と
思
ふ
に
、 

（
落
窪
物
語
巻
一
［20-

落
窪0986_00001,176350

］
） 

 
 

ｂ 

ほ
し
き
物
ぞ
お
は
す
ら
む 

（
土
左
日
記
［20-

土
佐0934_00001,93270

］
） 

表 1 動作の願望と「ホシイ」 

  
終助詞 

欲し まほし たし 

  文末 非文末 文末 非文末 文末 非文末 

上代 73 6 40     

中古 228  8 59 348   

中世 
前期 104   16 48  26 

後期 115   1 4 155 178 

yuho
「まくほし」を資源とする中古の助動詞「まほし」は後に他者の動作に対する希求も行えるようになるが、「まくほし」は話者の動作の願望に限られる。を一旦削除

yuho
この時期、希求は終助詞「なむ」や用言命令形（＋終助詞「かし」）が担っている。一旦削除中古においては「もがな」などの終助詞が担い、「欲し」は連体修飾や従属句末、否定といった文末以外の位置に偏る。
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ｃ 

今
め
か
し
く
好
も
し
き
こ
と
も
ほ
し
か
ら
ず
、
お
ぼ
え

も
ほ
し
か
ら
ず
、
父
母
具
し
た
ら
む
を
と
も
お
ぼ
え
ず
。 

（
落
窪
物
語
巻
二
［20-

落
窪0986_00002,258670

］
） 

 

中
世
以
降
、
終
助
詞
「
も
が
な
」
は
依
然
と
し
て
用
い
ら
れ
る

が
、
そ
の
衰
退
と
表
裏
す
る
形
で
、「
ホ
シ
イ
」
は
徐
々
に
節
末
へ

と
侵
出
し
て
い
く
（
表
二
）（
注
四
）
。 

 

(6)
ａ 

神
ノ
ナ
ニ
ガ
ホ
シ
イ
カ
ガ
欲
シ
イ
ト
云
コ
ト
ヲ
ヤ
ガ

テ
天
子
ヘ
言
シ
テ
、 

 

（
史
記
抄
・
孝
武
本
紀
［1477

］
） 

 

ｂ 

京
カ
ラ
一
人
ホ
シ
イ
ト
請
ゾ
。 

（
蒙
求
抄
巻
六
［1529

］
） 

 

補
助
形
容
詞
「
（
て
）
ほ
し
い
」
が
出
現
す
る
の
は
近
世
初
期
で

あ
り
、
成
立
時
に
お
い
て
も
既
に
現
代
語
の
用
法
と
差
異
が
な
い

（
湯
澤
一
九
三
六
・
二
二
三
頁
）（
注
五
）
。
こ
の
段
階
に
至
っ
て
「
ホ
シ

イ
」
は
、
そ
れ
ま

で
終
助
詞
「
な
む
」

や
命
令
形
（
＋
終
助

詞
「
か
し
」
）
が
担
っ

て
い
た
、「
他
者
の

動
作
に
対
す
る
希

求
」
に
ま
で
、
そ

の
領
域
を
広
げ
る
こ
と
と
な
る
。 

 

(8) 

と
て
も
の
事
に
、
べ
ゞ
を
つ
け
て
ほ
し
や
、 

 

（
昨
日
は
今
日
の
物
語
・
整
版
九
行
本
［1636

刊
］
）  

 
 

 

３ 

お
わ
り
に 

 

以
上
、
コ
ー
パ
ス
を
活
用
し
た
語
史
研
究
の
一
環
と
し
て
「
ホ

シ
イ
」
の
語
史
に
つ
い
て
扱
っ
た
。
終
助
詞
か
ら
、
助
動
詞
「
た

い
」
、
形
容
詞
「
欲
し
い
」
、
補
助
形
容
詞
「
て
ほ
し
い
」
の
そ
れ

ぞ
れ
へ
の
移
行
は
、
願
望
や
希
求
と
い
っ
た
話
者
に
よ
る
希
望
の

表
出
を
、
い
わ
ゆ
る
喚
体
句
（
や
そ
れ
に
近
い
非
述
定
文
）
に
よ
っ
て

表
現
す
る
体
系
か
ら
、
述
体
句
に
よ
っ
て
表
現
す
る
体
系
へ
の
移

行
と
い
う
流
れ
と
し
て
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

注 １ 

仁
科
（
二
〇
一
八
：
五
九
五
）
は
、
基
本
的
に
は
願
望
を
表
す
と
さ
れ

る
「
て
し
か
（
も
）
」
に
希
求
の
違
例
が
存
す
る
こ
と
に
基
づ
き
、
「
て
し

か
（
も
）
」
が
「
希
望
全
般
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
捉
え
る
。
稿

者
の
「
欲
し
い
」
に
つ
い
て
の
理
解
も
こ
れ
に
近
い
。 

２ 
上
代
の
「
欲
し
」
の
引
用
節
末
の
出
現
が
稀
で
あ
る
こ
と
は
田
中
（
一

表 2 事物の希求と「ホシイ」 

  
終助詞 

欲し 

  文末 非文末 

上代 102 2  

中古 98 2 17 

中世 
前期 27 7 43 

後期 4 5 33 

近世 
前期 2 13 10 

後期  15 13 

yuho
(9)ａ　よいつれも御ざれかし、（虎明本・餅酒［40-虎明1642_01006,3360］）ｂ　能いつれがなほしい事じや。道々雑談を致いて参うものを。（虎寛本［一七九二写］三人夫）一旦削除(*)ａ　やがて仏をあつらへたひが、作てくだされうか（虎明本狂言集・金津［40-虎明1642_06012,6620］）ｂ　地蔵を作てほしいと云。	（虎寛本・金津）

yuho
ｂ　俄に福徳をいのり、人の女をしのび、悪き者を取ころしての、ふる雨を日和にしたいの、生つきたる鼻を高ふしてほしひのと、さま〴〵のおもひ事、（好色五人女巻一［1686刊］）一旦削除

yuho
稿者の興味の所在の問題で、「語史」らしくない項目になってしまったことをお詫びしたい。を一旦削除



4 
 

九
九
八
）
に
、
上
代
に
お
け
る
「
ま
く
ほ
し
」
や
源
氏
の
「
ま
ほ
し
」
の

出
現
位
置
が
従
属
節
や
連
体
修
飾
節
内
に
偏
り
、
句
末
に
ほ
ぼ
現
れ
な
い

こ
と
は
釘
貫
（
二
〇
一
八
）
に
指
摘
が
あ
る
。 

３ 

表
一
・
二
内
の
数
値
は
『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』
で
収
集
し
た
用
例

に
限
る
。
狂
言
は
韻
文
・
手
紙
の
例
を
除
き
、
江
戸
時
代
編
は
会
話
文
の

み
を
対
象
と
し
た
。
表
一
の
「
終
助
詞
」
は
「
な
」
類
、「
し
か
」
類
、「
ば

や
」
、
表
二
の
「
終
助
詞
」
は
「
も
が
」
類
を
ま
と
め
て
集
計
し
て
あ
る
。 

４ 

大
蔵
流
狂
言
台
本
の
対
照
か
ら
推
測
す
る
に
、
交
替
の
時
期
は
近
世
中

期
頃
で
あ
ろ
う
か
。 

・
只
今
ひ
と
り
事
に
も
、
よ
ひ
つ
れ
も
が
な
と
申
て
御
ざ
る
が
、 

 

（
虎
明
本
・
餅
酒
［40-

虎
明1642_01006,6650

］
） 

・
や
れ
〳
〵
、
よ
い
つ
れ
も
が
な
、
同
道
致
度
。 

（
伊
藤
源
之
丞
本
・
三
人
夫
［1751-1763
頃
写
］
） 

・
唯
今
も
独
り
言
に
、
能
連
が
な
ほ
し
い
と
申
て
御
ざ
る
。 

 

（
虎
寛
本
・
三
人
夫
［1792

写
］
） 

５ 

安
（
二
〇
一
〇
）
は
「
て
ほ
し
い
」
の
依
頼
の
用
法
が
後
発
的
な
も
の

で
あ
る
と
す
る
が
、
素
材
の
「
欲
し
い
」
が
(6b)
の
よ
う
に
既
に
対
者
的
用

法
を
備
え
て
い
る
の
で
、
成
立
当
初
か
ら
依
頼
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。
そ
の
後
の
「
て
ほ
し
い
」
の
使
用
の
拡
大

に
つ
い
て
は
工
藤
（
一
九
七
九
）
に
詳
し
い
。 

 

使
用
資
料 

国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
一
九
）
『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』
（
バ
ー
ジ
ョ
ン

2019.3, 

中
納
言
バ
ー
ジ
ョ
ン2.4.2, 

近
松
は
内
部
デ
ー
タ
を
使
用
）
、
『
史

記
桃
源
抄
の
研
究
』
日
本
学
術
振
興
会
、
『
抄
物
資
料
集
成 

蒙
求
抄
』
清
文

堂
（
史
記
抄
・
蒙
求
抄
の
検
索
は
住
谷
芳
幸
氏
作
成
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
に
よ

る
）
、『
宮
島
大
蔵
流
狂
言
台
本 

伊
藤
源
之
丞
本
』
米
子
工
業
専
門
学
校
国
語

研
究
室
、『
大
蔵
虎
寛
本 

能
狂
言
』
岩
波
書
店
、『
噺
本
大
系
』
東
京
堂
書
店

（
国
文
学
研
究
資
料
館
「
噺
本
大
系
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
） 
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yuho
６　他の希望・願望表現を担う形式や隣接する依頼・命令といった意味的な問題、テ形補助動詞・形容詞の発達などの形態的な問題にも言及したいところではあるが、全て紙幅の問題により、簡略な記述とせざるを得なかった。一旦削除


